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サブテーマ②③については、キーとなる技術の特許が積極

的に取られており、知的財産形成という点で高く評価でき

る。サブテーマ①については、論文発表が適切に行われて

おり良好であると思われる。本提案を実現するための技術

的なハードルはそれほど低くはないが、個々のハードウェ

ア技術とそれを支えるソフトウェアの部分が着実に進展し

ており、今後の発展が期待できる。一方、本システムがど

のようなところに使われるのか、無線ＬＡＮ等の競合する

技術との住み分けは可能なのか、という点については、現

時点では不明確であり、予想も難しい。受託者から応用に

関する積極的な提案が必要であると思われる。また、サブ

テーマ①の検討については、具体的・実践的な検討を行う

段階ではないので、成果については評価が難しい。今後、

学術的な成果に留まらず、サブテーマ②③と適切な連携を

とり、成果を具現化させることを期待している。 

事業化に関しては、受託企業内の中期計画に盛り込まれて

おり受託企業内での注力度も高いと評価できる。当該受託

企業は、国内ＯＡ用光無線ＬＡＮ市場では大部分を占め、

実績等十分と判断できる。事業化プロセスは明確であり、

事業化体制も概ね妥当である。競合する方式に対する技術

的優位性等を確保したうえで、性能の実現性の検証を十分

行うことで収益の確度が上がると考えられる。 

 

 

 

 
 
 

  


